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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 18 号 （2015 年 7 月）

よすみちゃん

ご  

馳  

走

第18号

★
夏
季
企
画
展

　
「
ご
っ
つ
ぉ
」
と
は
、出
雲
弁
で
「
ご

馳
走
」
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、「
食
」
の
歴
史

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。
私
た
ち
の

普
段
の
生
活
で
「
食
べ
る
」
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
の
は
、
今
も
昔
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　

遺
跡
を
調
査
す
る
と
、
そ
こ
で
暮
ら

し
た
人
び
と
が
食
べ
た
動
物
の
骨
や
木

の
実
、
あ
る
い
は
調
理
に
使
っ
た
道
具

が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
品
々
を
通
し
て
、
昔
の
出

雲
の
人
た
ち
は
何
を
食
べ
、

ど
の
よ
う
に
調
理
し
た
の

か
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

７
月
18
日（
土
）　

14
時
～
15
時

　

【
講
師
】
髙
橋　

周

　
　
　
　
　

（
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
）

●
体
験
教
室

  

「
弥
生
人
の
方
法
で

　 

ご
飯
を
炊
い
て
、
食
べ
て
み
よ
う
！
」

　

７
月
20
日（
月
・
祝
）

　

14
時
～
16
時

　

【
講
師
】

　
　

濵
野
浩
美
氏

　

 

（
米
子
市
教
育
委
員
会
）

　
　

定
員　

20
名

●
関
連
講
演
会

★
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

『
出
雲
の「
ご
っ
つ
ぉ
」の
考
古
学
』

７
月
４
日（
土
）～
８
月
31
日（
月
）

【 

観
覧
無
料 

】

大内氏の御膳 炊飯を再現

  

「
再
現
！
戦
国
大
名
・
大
内
氏
の
御
膳
」

　

８
月
９
日（
日
）　

14
時
～
16
時

　

【
講
師
】
北
島
大
輔
氏

　
　
　
　
　

（
山
口
市
教
育
委
員
会
）

　
　

定
員　

80
名

　

大
内
氏
が
足

利
将
軍
に
ふ
る

ま
っ
た
御
膳
に

つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

※
参
加
費
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
が
、

体
験
教
室
お
よ
び
講
演
会
は
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

８
月
８
日（
土
）
10
時
～

  

「
弥
生
の
コ
メ
は
ど
ん
な
コ
メ
?!
」　

　

い
つ
も
食
べ
て
い
る
「
ご
は
ん
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

試
食
コ
ー
ナ
ー

　

弥
生
人
が
食
べ
て
い
た
、
古
代
米

を
食
べ
て
み
よ
う
。

　

○
親
子
で
参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
費
無
料

※
当
日
は
博
物
館
１
階
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。
よ
す
み
ち
ゃ
ん
が
受
付
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
企
画
展 

　
　

夏
休
み
子
ど
も
向
け
講
座

　

８
月
８
日（
土
）
17
時
～

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
を
特
別
に

20
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

  

「
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
」
開
催

　

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
博

物
館
の
裏
側
を
探
検
！

　

展
示
室
に
陳
列
し
て
い
な
い
資
料

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

探
検
隊
限
定
バ
ッ
ジ
進
呈

　

●

１
回
目　

18
時
～

　

●

２
回
目　

19
時
～

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

祝・開館５周年
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第18号

  
『
出
雲
の「
ごご

馳

走

っ
つ
ぉ
」の
考
古
学
』

★
市
指
定
文
化
財　

北
光
寺
古
墳

★
特
集　

２
０
１
５
年　

企
画
展

　

私
た
ち
は
毎
日
の
食
事
の
中
で
、「
ご

は
ん
」と「
お
か
ず
」を
食
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ご
は
ん
」
と
「
お
か
ず
」
の
組

み
合
わ
せ
が
生
ま
れ
た
の
は
、
弥
生
時

代
の
こ
と
で
す
。

　

弥
生
時
代
に
コ
メ
作
り
が
伝
わ
り
、

出
雲
の
弥
生
人
は
「
ご
は
ん
」
を
初
め

て
炊
い
て
食
べ
ま
し
た
。
ど
ん
な
味
が

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
ご
は
ん
」
の

登
場
は
彼
ら
の
食
生
活
に
お
い
て
比
べ

よ
う
の
な
い
進
化
を
も
た
ら
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
弥
生
時
代
以
降
、「
ご

は
ん
」は
出
雲
の「
ご
っ
つ
ぉ
」に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、「
ご
は
ん
」
と
言
っ
て
も
、

昔
か
ら
同
じ
よ
う
に
炊
か
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
調
理
法
は
時
代
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　

コ
メ
作
り
を
始
め
た
弥
生
時
代
の
人

び
と
は
、
コ
メ
は
煮
た
の
ち
吹
き
こ
ぼ

れ
を
合
図
に
、
弱
火
で
蒸
ら
し
て
食
べ

て
い
ま
し
た
。
原
理
的
に
は
現
代
の
炊

飯
方
法
と
同
じ
で
、や
わ
ら
か
く
、ふ
っ

く
ら
し
た
ご
飯
だ
っ
た
よ
う
で
す
。「
始

め
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
中
パ
ッ
パ
、
ジ
ュ
ウ

ジ
ュ
ウ
吹
い
た
ら
火
を
引
い
て
、赤
子

泣
く
と
も
蓋
と
る
な
。」と
は
有
名
な

　

今
年
の
１
月
に
市
指
定
文
化
財
に

な
っ
た
北
光
寺
古
墳
は
、
東
神
西
町
と

知
井
宮
町
に
ま
た
が
る
標
高
97
ｍ
の
丘

陵
上
に
あ
り
ま
す
。
長
さ
は
64
ｍ
で
、

古
墳
時
代
中
期（
５
世
紀
ご
ろ
）に
限
る

と
、
出
雲
で
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
成
果
な
ど
か

ら
、北
光
寺
古
墳
は
、二
段
築
成
の
整
っ

た
形
で
、石
が
貼
ら
れ
た
外
観
は
白
く
、

山
の
緑
を
背
景
に
目
立
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
出
雲
平
野
の
西
側
に
神

門
水
海
が
あ
り
、
日
本
海
か
ら
神
門
水

海
を
通
っ
て
、
こ
の
出
雲
を
訪
れ
る
他

地
域
の
船
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

北
光
寺
古
墳
は
、
こ
れ
ら
の
船
に
対

し
て
威
厳
を
示
す
こ
と
を
目
的
に
築
か

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
三
原
一
将
）

ご
飯
の
火
加
減
を
示
し
た
言
葉
で
す

が
、
そ
の
意
味
を
理
解
で
き
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
美
味
し
い
ご
飯
が
炊
け

る
よ
う
に
、
弥
生
人
は
写
真
の
よ
う
な

土
製
の
蓋
を
考
え
出
し
ま
し
た
。
矢
野

遺
跡
（
出
雲
市
矢
野
町
）
で
も
、
た
く

さ
ん
の
蓋
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
次

第
に
蓋
は
土
製
か
ら
木
製
へ
と
変
化
し

た
と
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
か
の
よ

う
に
、
ご
飯
を
炊
く
甕（
か
め
）の
口
が

蓋
を
受
け
る
形
に
変
化
し
て
い
き
ま

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
奈

良
時
代
に
か
け
て
、
下
の
写
真
の
よ
う

な
炊
飯
セ
ッ
ト
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
下

の
竈（
か
ま
ど
）で
火
を
た
き
、
真
ん
中

の
甕
に
入
れ
た
水
を
沸
騰
さ
せ
て
、
上

の
甑（
こ
し
き
）に
入
っ
た
コ
メ
を
蒸
し

た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
現
在
の
「
お
こ

わ
」
に
近
い
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
以
降
に
な
る
と
、
鉄
鍋
の

普
及
な
ど
に
よ
り
、
再
び
、
や
わ
ら
か

い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
炊
飯
方
法
の
変
化
は
、

使
わ
れ
た
土
器
に
残
る
ス
ス
や
コ
ゲ
の

違
い
に
表
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
直
接
火

に
か
け
た
弥
生
時
代
の
土
器
に
は
、
火

が
当
た
る
底
に
ス
ス
が
残
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
古
墳
時
代
以
降
、
カ
マ
ド
な

ど
に
土
器
を
か
け
て
火
を
当
て
る
よ
う

に
な
る
と
、
土
器
の
底
に
ス
ス
が
付
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。
古
墳
時
代
か
ら
奈

良
時
代
に
か
け
て
、
近
現
代
の
五
徳
に

相
当
す
る
土
製
支
脚
が
使
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
支
脚
と
接
す
る
部
分
だ
け
が

白
く
ス
ス
が
付
か
ず
に
残
っ
て
い
る
土

器
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
土
器
な
ど
の
調
理
具

に
残
さ
れ
た
使
用
時
の
痕
跡
を
丹
念
に

調
べ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
調
理
が
行
わ

れ
た
の
か
、
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
髙
橋　

周
）

北光寺古墳のイメージ図
絵・柳楽啓仁

弥生時代の炊飯セット

古墳時代の炊飯セット
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第18号

★
大
社
駅
は
じ
ま
り

　
　

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
５昨年行われたライトアップ

　

六
月
一
日
か
ら
「
鰐
淵
寺
埋
蔵
文
化

財
報
告
書
」の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

鰐
淵
寺
は
、出
雲
市
別
所
町
に
あ
り
、

多
く
の
寺
宝
を
有
す
る
古
刹（
こ
さ
つ
）

で
す
。
出
雲
市
で
は
、こ
の
度
、初
め
て

境
内
に
お
け
る
発
掘
調
査
や
分
布
調
査
、

さ
ら
に
周
辺
エ
リ
ア
石
造
物
の
調
査
な

ど
、総
合
的
な
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
実
施

し
、そ
の
成
果
を
一
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
【 

内 

容 

】

１ 

鰐
淵
寺
調
査
の
経
緯
や
位
置
、
歴

史
、
文
化
財
に
つ
い
て

　
（
１
～
３
章
）

２ 

各
調
査
（
分
布
調
査
、
発
掘
調
査
、

石
造
物
調
査
）の
成
果
概
要

　
（
４
～
６
章
）

３ 

調
査
の
総
括
（
７
章
）

『
明
治
初
期
焼
失
の
和
多
坊
の
建
築

学
的
復
元
』
和
田
嘉
宥
（
国
立
米
子

高
専
名
誉
教
授
）

『
鰐
淵
寺
の
考
古
学
的
成
果
』

　

大
橋
泰
夫
（
島
根
大
学
教
授
）

『
中
世
山
林
寺
院
の
調
査
と
そ
の
保
護
』

　

坂
井
秀
弥
（
奈
良
大
学
教
授
）

『
鰐
淵
寺
の
歴
史
と
変
遷
』

　

井
上
寛
司（
島
根
大
学
名
誉
教
授
）

な
ど
論
考
を
９
篇
収
録

　

昨
年
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
米
子
支
社
と
山

陰
中
央
新
報
社
、
出
雲
市
の
三
者
で
大

社
駅
は
じ
ま
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
昨
年
度
も
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
様
々

な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

●

パ
ネ
ル
展

　

「
新
聞
紙
面
に
見
る
重
大
ニ
ュ
ー
ス
」

　
　

明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
の
大
社

線
開
通
か
ら
今
日
ま
で
の
大
社
駅
の

姿
を
、
新
聞
記
事
を
元
に
紹
介
し
ま

す
。

●

大
社
駅
舎
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　

昨
年
12
月
に
試
行
し
た
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
好
評
で
し
た
の
で
、
こ
の

た
び
常
設
が
決
定
し
ま
し
た
。
毎
週

末
、
駅
舎
の
幻
想
的
な
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●

駅
舎
シ
ア
タ
ー

　
　

７
月
25
日（
土
）に
駅
舎
内
で「
駅
」

に
ま
つ
わ
る
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

軌
道
自
動
自
転
車
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
体

験
乗
車
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

●

旧
大
社
駅
保
存
活
用
計
画
の
策
定

　
　

重
文
駅
舎
の
保
存
と
活
用
を
模
索

す
る
た
め
、
専
門
家
の
方
々
も
交
え

た
検
討
委
員
会
を
設
置
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
地
元
で
設
立
さ
れ
た
、た

い
し
ゃ
駅
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と

も
連
携
し
、様
々
な
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、皆
様
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

★
書
籍
発
売
の
お
知
ら
せ

 

「
出
雲
鰐
淵
寺
埋
蔵
文
化
財
報
告
書
」

出雲鰐淵寺埋蔵文化財
報告書

　

鰐
淵
寺
の
歴
史
に
埋
蔵
文
化
財
の
側

面
か
ら
光
を
当
て
た
報
告
書
で
す
。
鰐

淵
寺
、さ
ら
に
出
雲
に
お
け
る‘
山
の
寺
’

を
知
る
う
え
で
必
読
の
一
書
で
す
。
ぜ

ひ
、こ
の
機
会
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格　

３
，
０
０
０
円

販
売
部
数　

２
０
０
冊
限
定

〔
販
売
方
法
〕

○
直
接
購
入
の
場
合

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
シ
ョ
ッ
プ

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

○
郵
送
で
購
入
の
場
合

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
つ
ぎ

の
番
号
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

【
電
話　

  

21

－

６
８
９
３
】

 

【
Ｆ
Ａ
Ｘ　

21

－

６
６
１
７
】

 

【
メ
ー
ル bunkazai@city.izumo.shimane.jp

】

版
・
頁
数　

Ａ
４
版
・
４
５
２
頁

　
　
　
　
　

（
内
図
版
７
２
頁
）

重　

量　
　

１
，
５
６
０
ｇ

　

※
売
り
切
れ
の
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

★
文
化
庁
日
本
の
技
体
験
フ
ェ
ア

「
ふ
れ
て
み
よ
う
！

 

文
化
財
を
守
り
続
け
て
き
た
匠
の
技
」

　

９
月
12
日
（
土
）
13
時
～
17
時

　
　
　

13
日
（
日
）
10
時
～
16
時

　

会
場　

大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館

　

全
国
か
ら
伝
統
の
技
が
大
集
合
。
展

示
や
実
演
の
ほ
か
体
験
も
で
き
る
楽
し

い
フ
ェ
ア
で
す
。
詳
し
く
は
広
報
出
雲

９
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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●入館料 /無料

●開館時間 / 9：00 ～ 17：00（入館 16：30 まで）

●休館日 /火曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始

第18号

★
博
物
館
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

★
館
長
コ
ラ
ム
⑭

 ｢
将
棋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

　

開
催
日　

７
月
26
日
（
日
）

　

会　

場　

た
い
け
ん
学
習
室

　

「
プ
ロ
棋
士
指
導
対
局
」

　
　

９
時
～
12
時

　

「
第
５
回
里
見
香
奈
杯
争
奪

　

 

出
雲
弥
生
の
森
ジ
ュ
ニ
ア
将
棋
大
会
」

　
　

13
時
15
分
～
17
時

　

参
加
は
、
い
ず
れ
も
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

（
見
学
は
自
由
で
す
。）

　
　

７
月
８
日（
水
）
必
着

　
　

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
【
電
話　

21

－

７
５
８
０
】

 

弥
生
の
森
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

　

９
月
23
日
（
水
・
祝
）
18
時
～

　

秋
の
一
夜
、
お
月
見
と
素
敵
な
演

奏
で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。　

　
（
弥
生
の
森
お
お
つ
主
催
）　

　

前
売
券　

５
０
０
円

　

 （
中
学
生
以
下
無
料
）　

　

８
月
上
旬
か
ら
発
売

　

予
定
。

　

お
た
ず
ね
は
、大
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　
【
電
話　

21

－

０
１
７
２
】

★
シ
ョ
ッ
プ
情
報

　

博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

に
新
作
を
追
加
し
ま
し
た
！　

　

従
来
の
４
種
類
に
「
博
物
館
と
史
跡

公
園
」「
国
富
中
村
古
墳
」
が
加
わ
り
、

計
６
種
類
に
な
り
ま
し
た
。
博
物
館

シ
ョ
ッ
プ
限
定
販
売
で
す
。

　

１
枚　
　
　
　

１
０
３
円
（
税
込
）

　

４
枚
セ
ッ
ト　

３
０
８
円
（
税
込
）

　

今
年
は
戦
後
70
年
。

　

私
が
物
心
つ
い
た
頃
の

東
京
に
は
、
米
軍
の
空
襲
で
崩
れ
た
廃

墟
が
ま
だ
あ
っ
て
、そ
こ
に
「
浮
浪
児
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
戦
災
孤
児
が
隠
れ
住

ん
で
い
ま
し
た
。
ト
タ
ン
板
を
組
ん
だ

バ
ラ
ッ
ク
小
屋
に
住
ん
で
い
る
人
も
た

く
さ
ん
い
た
し
、
繁
華
街
に
は
物
乞
い

す
る
傷
痍
（
し
ょ
う
い
）
軍
人
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。
私
は
直
接
に
は
戦
争
を

知
ら
な
い
世
代
で
す
が
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
見
聞
き
し
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。

　

戦
争
中
は
、
考
古
学
の
研
究
成
果
は

完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

史
の
教
科
書
は
「
天
皇
の
祖
先
は
ア
マ

テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
」
と
い
う
話
で
始

ま
り
、「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」な
ど
の
神

話
と
「
金
色
の
ト
ビ
の
威
光
で
神
武
天

皇
が
わ
る
も
の
を
滅
ぼ
し
た
」
と
い
う

よ
う
な
神
懸
っ
た
物
語
ば
か
り
で
、
縄

文
も
弥
生
も
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

敗
戦
の
翌
年
、
考
古
学
者
の
甲
野
勇

氏
は
戦
争
中
の
反
省
を
込
め
て
、「
科

学
的
な
る
古
代
史
は
ま
ず
考
古
学
的
事

実
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

宣
言
し
ま
す
。
そ
し
て
「
今
後
の
歴
史

教
育
に
対
し
て
博
物
館
の
分
担
す
る
任

務
た
る
や
、
き
わ
め
て
重
か
つ
大
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

甲
野
氏
の
主
張
は
、
戦
後
の
新
し
い

考
古
学
と
博
物
館
の
原
点
を
示
す
も
の

で
す
。
今
で
は
誰
も
が
当
然
だ
と
思
っ

て
い
る
こ
と
で
す
が
、
当
然
の
こ
と
が

言
え
る
時
代
を
実
現
す
る
た
め
に
、
日

本
は
甚
大
な
犠
牲
を
払
い
ま
し
た
。

　

考
古
学
は
戦
争
の
な
い
平
和
な
と
き

に
発
展
す
る
学
問
で
す
。
俳
優
の
吉
永

小
百
合
さ
ん
は
、「
戦
後
何
年
と
い
う

言
い
方
が
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
第
一
世
代
の
私

も
、
心
か
ら
そ
の
と
お
り
だ
と
思
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
渡
邊
貞
幸
）

《
開
催
予
告
》

★
館
長
講
座

　

第
１
回　

９
月
12
日
（
土
）

　

第
２
回　

11
月
14
日
（
土
）

　

第
３
回　

１
月
23
日
（
土
）

　
　
【
講
師
】
渡
邊
貞
幸
（
当
館
館
長
）

　
●

時　

間　

14
時
～
16
時

　
●

受
講
料　

３
０
０
円

　
●

定　

員　

80
名　


